
 

あ
い
さ
つ
は
人
と
人
と
の
潤
滑
油 

委
員
長
職
務
代
理
者 

五
木
田 

孝
義 

教
育
委
員
会
は
、
教
育
振
興
基
本
計
画
策
定
の
な
か
で
、

基
本
目
標
の
一
つ
を
「
幼
少
期
重
視
の
人
づ
く
り
」
と
し

ま
し
た
。
子
ど
も
の
教
育
に
は
時
期
が
あ
り
、
子
ど
も
が

必
要
と
し
て
い
る
時
に
必
要
な
教
育
・
し
つ
け
を
す
る
こ

と
が
大
切
で
す
。 

幼
少
期
の
教
育
の
基
本
は
、
ま
ず
は
あ
い
さ
つ
で
す
。

食
卓
で
は
「
い
た
だ
き
ま
す
！
」
「
ご
ち
そ
う
さ
ま
で
し

た
！
」
―
こ
れ
は
幼
い
時
か
ら
の
親
の
し
つ
け
で
す
。
あ

い
さ
つ
は
学
校
で
も
教
え
ま
す
が
、
基
本
的
生
活
習
慣
は

家
庭
の
大
切
な
し
つ
け
で
す
。
そ
こ
か
ら
品
格
や
育
ち
が

生
ま
れ
、
子
ど
も
は
大
人
か
ら
学
び
ま
す
。
大
人
は
子
ど

も
の
鏡
な
の
で
す
。 

子
ど
も
た
ち
の
朝
の
登
校
時
間
に
は
、
「
お
は
よ
う
！
」

「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
！
」
と
、
明
る
く
元
気
な
声
が

聞
こ
え
て
き
ま
す
。
あ
い
さ
つ
に
は
表
情
が
あ
り
、
声
に

も
表
情
が
出
ま
す
。
明
る
く
元
気
に
、
時
と
場
に
応
じ
た

あ
い
さ
つ
が
自
分
か
ら
で
き
る
と
い
い
で
す
ね
。 

感
謝
の
言
葉
も
大
切
で
す
。
人
間
は
一
人
で
生
き
て
い

け
ま
せ
ん
。
今
、
自
分
が
生
き
て
い
る
こ
と
は
、
た
く
さ

ん
の
人
た
ち
の
支
え
が
あ
る
か
ら
こ
そ
で
す
。
う
ま
く
言

え
な
い
時
も
あ
り
ま
す
が
、
気
持
ち
が
伝
わ
る
「
あ
り
が

と
う
」
を
言
え
る
よ
う
常
に
心
掛
け
た
い
も
の
で
す
。 

毎
日
、
寝
る
と
き
に
何
人
に
あ
い
さ
つ
で
き
た
か
思
い

出
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
意
外
と
少
な
い
こ
と
に
気
づ
く
と

思
い
ま
す
。「
あ
い
さ
つ
は
心
の
潤
滑
油
」
と
い
う
標
語
が

あ
り
ま
す
。
家
庭
か
ら
学
校
へ
、
そ
し
て
地
域
へ
と
あ
い

さ
つ
の
輪
が
広
が
っ
て
ほ
し
い
で
す
ね
。 

 

キャッチフレーズは 

「苗半作
なえはんさく

の教育」 

教育委員会では、平成 23 年度を初年度と

する教育振興基本計画を策定しました。計画

の期間は平成 32 年度までの 10 年間です。 
この計画は、教育基本法第 17 条第 2 項(地

方公共団体は、教育振興のための施策に関す

る基本的な計画を定めるよう努めなければな

らない)を受けて、教育委員会所管に係る分野

について策定したものです。山武市総合計画

との整合性を図り、その個別プランとして位

置付けています。 

学びの感動と、他人
ひ と

を思いやる心を育み 

未来をたくましく切り拓く自立した人づくり 

(1) 幼少期重視の人づくり（苗半作
なえはんさく

の教育） 
「苗半作」とは農業の喩

たとえ

で、「良い苗を育てる過程が最も重要で、苗の出来・不出来に

より、作柄の半分は決まる」という意味です。これは幼少期の教育も同様のことが言えま

す。教育委員会は、この幼少期からの教育を重視し、生きる力の基礎づくりと捉え、子ど

もたちの将来をより実り多いものにしていきます。 

(2) 自立を促し、未来を切り拓ける人づくり 
すべての子どもが社会で自立して生きていけるよう、義務教育終了までに知・徳・体の

調和のとれた人間性を養い、夢を持ち生きる力を発揮して未来をたくましく切り拓く市民

を育成します。 

(3) 地域を支える人づくり 
教育委員会は、「地域づくりは人づくり」と認識します。住み慣れた地域で自主的に社

会に参加し、人との絆を大切にし、互いに支え合うことで、家庭・学校・地域に誇りを抱

く教育を推進します。 

3 教育理念を推進する 4 つの政策 

(1) 幼少期からの教育を重視する 
① 苗半作の教育 

 幼少期における脳科学、精神医学の研修と普及 
 こども園化の促進による保育充実 
 (仮称)こども課の設置の検討 

② 子育てに関する学習機会の提供 
 親や家庭の在り方について学ぶ講座の充実 

(2) 社会の要請に応えられる人材を育成する 
① 個と公をわきまえたたくましい人づくり 

 読書活動の推進 
 キャリア教育 
 規範意識を養い豊かな心と健やかな体の育成 
 特別なニーズに対応した教育の推進 
 教育委員会機能の強化 

② 学力と学ぶ意欲の向上に必要な支援の充実 
 確かな学力の習得 
 海外派遣研修事業、国際交流事業 
 奨学金貸付制度の導入 

(3) 地域全体で教育の向上に取り組む 
① 家庭・学校・地域の連携・協力を強化し、地域社

会全体の教育力を高める 
 教育情報の発信と課題共有 
 学校を核とした地域コミュニティーの構築 
 市民協働・社会総がかり教育の推進 

② いつでもどこでも学べる環境を創る 
 市民、地域の教育力向上 

(4) 安全安心の確保と質の高い教育環境を整備する 
① 市内校の格差是正 

 均衡ある施設整備、教員研修の充実と指導力向上 
 統廃合や学区再編の検討協議 
 小中一貫教育の検討と研究 
 学校図書室の整備 

② 学校を元気づける指導室の機能充実 
 学校(幼稚園)の支援 
 実効的な指導業務の推進 
 情報発信の支援 

この号の内容 
1． 五木田委員あいさつ 
2． 教育振興基本計画策定 
3． 放射線量測定結果 
4． 髙橋委員再任 
5． 防災教育チャレンジプ

ラン(睦岡小) 
6． サンパチェンス栽培で

ラジオ生中継(松尾小) 
7． 成東・東金食虫植物群

落の紹介 
8.さんむロードレース 

大会参加者募集！ 

校校
庭庭
・・ププ
ーー
ルル
とと
もも
にに  

基基
準準
値値
以以
下下  

放
射
線
量
測
定 

市
で
は
、
東
日
本
大
震
災
に
よ
る
東
京
電

力
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
事
故
に
伴

い
、
5
月
～
7
月
に
各
月
1
回
、
簡
易
測

定
器
を
用
い
て
大
気
中
の
放
射
線
量
を
測

定
し
ま
し
た
。 

測
定
は
市
内
幼
・
小
・
中
の
園
庭
・
校
庭

な
ど
、
合
計
37
箇
所
で
行
い
ま
し
た
。
測
定

結
果
は
い
ず
れ
も
平
成
23
年
4
月
19
日
に

文
部
科
学
省
か
ら
発
表
さ
れ
た
、
福
島
県
内

の
学
校
の
校
舎
・
校
庭
等
の
利
用
判
断
に
お

け
る
暫
定
的
考
え
方
に
つ
い
て
の
目
安(

3.8

マ
イ
ク
ロ
シ
ー
ベ
ル
ト
／
時)

を
下
回
っ
て

い
ま
す
。 

こ
の
た
め
、
市
教
委
で
は
、
園
児
・
児
童
・

生
徒
が
生
活
す
る
校
舎
・
校
庭
等
を
平
常
通

り
利
用
し
て
も
差
し
支
え
な
い
と
判
断
し

ま
す
。 

ま
た
、
小
・
中
学
校
の
プ
ー
ル
水
に
つ
い

て
も
、
先
月
と
今
月
、
検
査
機
関
に
よ
る
放

射
線
量
測
定
を
行
い
ま
し
た
。 

そ
の
結
果
、
す
べ
て
の
学
校
プ
ー
ル
に
お

い
て
放
射
能
は
検
出
さ
れ
ず
、
プ
ー
ル
を
使

用
し
て
も
健
康
に
影
響
が
な
い
こ
と
を
確

認
し
て
い
ま
す
。 



 

    

平
成
23
年
6
月
26
日
付
け
で
、
髙

橋
尚
子
氏(

富
口)
が
教
育
委
員
に
再

任
さ
れ
ま
し
た
。
任
期
は
平
成
27
年

6
月
25
日
ま
で
の
4
年
間
で
す
。 

3
男
1
女
の
母
で
あ
る
髙
橋
委
員

は
、保
護
者
な
ら
で
は
の
視
点
で
教
育

委
員
会
運
営
に
携
わ
り
ま
す
。 

今
後
も
教
育
行
政
で
の
活
躍
が
期

待
さ
れ
ま
す
。 

    
 

 
 

日
本
で
初
め
て
の
天
然
記
念
物
！ 

「
成
東･

東
金
食
虫
植
物

群
落
」
は
、
山
武
市(

旧
成
東

町)

島
地
区
と
東
金
市
上
武

射
田
地
区
に
ま
た
が
る
3.2
ヘ

ク
タ
ー
ル
の
湿
原
で
、
大
正

9
年
に
「
成
東
町
肉
食
植
物

産
地
」
と
い
う
名
称(

※
昭
和

53
年
に
現
在
の
も
の
に
変

更)

で
、
全
国
で
最
初
に
指
定

さ
れ
た
天
然
記
念
物
で
す
。 

 夏
の
食
虫
植
物
を
観
察
し
ま
せ
ん
か
？ 

「
成
東･

東
金
食
虫
植
物
群
落
を
守
る
会
」
主
催

で
夏
の
観
察
会
を
行
い
ま
す
。
参
加
費
は
無
料
で
す
。 

 

日
時 

8
月
7
日
(日) 

10
時
～
11
時
30
分 

 

問
合
せ 

 
 

生
涯
学
習
課

0
4
7
5-

80-

1
4
5
1 

 
 

群
落
管
理
棟

0
4
7
5-

82-

4
8
7
1 

 

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
11
年
ぶ
り
に
改
訂 

「
成
東
・
東
金
食
虫
植

物
群
落
ガ
イ
ド
」
を
鮮
明

な
新
し
い
写
真
に
差
し

替
え
、
今
年
3
月
に
発

行
し
ま
し
た
。
頒
布
額
は

500
円
で
す
。(

歴
史
民
俗

資
料
館
に
て
頒
布) 

見
学
の
際
に
お
役
立

て
く
だ
さ
い
。 

 

 

出
前
講
座
に
新
メ
ニ
ュ
ー 

今
年
度
の
「
さ
ん
む
ま
ち
づ
く
り
出
前
講
座
」
に

「
成
東
・
東
金
食
虫
植
物
群
落
っ
て
な
に
？
」
と
い

う
メ
ニ
ュ
ー
を
追
加
し
ま
し
た
。
生
涯
学
習
課
職
員

や
「
群
落
を
守
る
会
」
の
ス
タ
ッ
フ
が
、
学
校
や
希

望
の
施
設
に
出
向
き
ま
す
。
講
座
時
間
は
約
50
分
。

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
も
と
に
お
話
し
し
ま
す
。 

 

S A M M U 
R O A D  R A C E 

ゲストランナー 

エリック・ワイナイナさん 

震災復興支援チャリティー大会 
参加費の一部(1 人あたり 100 円)を被災地の復興支援に充てさせていただきます。 

期日 平成 23 年 11 月 27 日(日) 
場所 蓮沼海浜公園(九十九里蓮沼ビーチパーク) 
申込方法 市内小中学生は学校経由でお申し込みいただけます。 

上記以外の方は、参加申込書(各窓口で配布)に必要事項を記入の上、 
参加費を添えて下記まで提出ください。WEB エントリーもできます。 

申込締切 平成 23 年 10 月 14 日(金) 
問合せ さんむロードレース大会事務局 0475-80-1461(スポーツ振興課) 

携帯電話から 
簡単エントリー! 

年齢層・距離別に 
20 種目を設定しました。 
多くの皆様が 
参加できる大会です。 
参加お待ちしています！ 

防防災災教教育育チチャャレレンンジジププラランン  睦睦岡岡小小学学校校
睦岡小学校は、千葉県教育委員会より平成 23 年度「地域との

連携を深める防災教育公開事業」の指定を受けました。児童・

保護者はもちろん、地域住民の災害に備える意識を高め、災害

時に的確な行動がとれるような判断力や実践力を身につけるこ

とがねらいです。 
年間を通して講演会や訓練などの防災教育事業を公開で行っ

ており、8 月には、睦岡地域の合同防災訓練を実施します。地

域が一体となった防災訓練を通し、児童・保護者・地域住民が、

地域でよりよいネットワークを作り、災害時に助け合えるよう

なつながりをもちたいと考えています。 
睦岡地域の皆様のご理解・ご協力をお願いします。 

 

 日 時  平成 23 年 8 月 27 日(土) 9 時～12 時(雨天決行) 
 場 所  睦岡小学校グラウンド、体育館、多目的室 
 参加者  睦岡小学校児童、職員、保護者、地域住民 
 問合せ  睦岡小学校 0475-89-1004 

4 月下旬に、(株)ナミカワ不動産から市内全

小学校に合計 1,090 鉢のサンパチェンスの苗

が贈られました。昨年度に引き続き 2 度目の寄

贈で、各小学校で大切に育てられています。6
月 2 日(木)には、松尾小学校での栽培の様子が

bayfm78 の番組内で紹介されました。 
生中継という緊張感で、スタンバイ中は児童

も先生方もガチガチでしたが、いざ本番が始ま

ると児童 2 人は「よろしくお願いします！」の

あいさつから元気いっぱい！笑顔でテキパキ

と受け答えしていました。 
取材の終わりにこの取組のねらいを質問さ 

れた鈴木校長は「栽培を通じ

て、自然や花を観察し、成長

や変化に気づき感動したり、

自然や環境を生活に活かし

たりする気持ちを大切にし

たい」と結びました。 
周囲の温度を効率よく下

げ、打ち水効果があるという

サンパチェンス。節電必須の

この夏、活躍しそうですね。 

花が咲いている鉢もあれば、

まだつぼみの鉢も。色とりど

りの花が咲くのが楽しみ！ 

「2 人 1 組で 1 鉢を育てています」と取材に応え

る 6 年生の髙野健太さん(右)と土屋沙織さん(中
央)と学年主任の福島先生(左)。 

校外学習にも多く利用されています。 


